
高原と名水のまちを彩る
個性ゆたかなお店が満載!



空
き
家
が

生
ま
れ
変
わ
る
ま
ち
。

  

兵
庫
県
で
い
ち
ば
ん
人
口
の
少
な
い
ま
ち
、
神
河
町
。

  

豊
か
な
自
然
と
利
便
性
に
恵
ま
れ
て
い
な
が
ら
も
、
人
口
減
少

に
と
も
な
い
近
年
は
空
き
家
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
あ
か
ん
。
空
き
家
を
活
か
し
て
、
人
が
集
う
ま

ち
に
し
よ
う
！
」

  

そ
ん
な
想
い
で
は
じ
ま
っ
た
、
神
河
町
の
空
き
家
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。

  

２
０
０
６
年
に
は
『
空
き
家
バ
ン
ク
』
が
誕
生
。
そ
の
後
、
地

元
職
人
に
学
ぶ
空
き
家
再
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
物
件
見
学
ツ

ア
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
重
ね
、『
空
き
家
バ
ン
ク
』

経
由
で
の
成
約
は
、
県
下
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
約
100
件
を
数
え
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。※

  

外
か
ら
吹
き
込
ま
れ
た
新
し
い
風
は
、
ま
ち
な
み
も
変
え
て
い

き
ま
す
。
地
元
住
民
の
協
力
の
も
と
、
空
き
家
を
活
用
し
た
個

性
豊
か
な
交
流
施
設
や
お
店
が
次
々
に
誕
生
し
、
い
ま
で
は
観

光
ス
ポ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

そ
の
場
所
で
か
つ
て
刻
ま
れ
た
時
間
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、

店
主
の
お
も
て
な
し
を
味
わ
う
ひ
と
と
き
。
き
っ
と
そ
れ
は
、

訪
れ
る
人
を
ほ
っ
こ
り
あ
た
た
か
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る

は
ず
で
す
。

  

周
辺
の
散
策
と
あ
わ
せ
て
、
気
軽
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

※

２
０
１
５
年
３
月
末
現
在
で
93
件　

神
河
町
調
べ



明
治
初
期
に
設
け
ら
れ
た
、
生
野
と
飾
磨
港
を
結
ぶ
馬

車
専
用
道
路
『
銀
の
馬
車
道
』。
歴
史
的
景
観
形
成
地
区

に
指
定
さ
れ
た
中
村
・
粟
賀
町
地
区
を
は
じ
め
旧
街
道

沿
い
に
は
、
福
本
藩
陣
屋
跡
庭
園
や
〝
播
州
犬
寺
〞
法

楽
寺
、
福
本
藩
池
田
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
徹
心
寺
な
ど

見
ど
こ
ろ
が
多
く
、
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
歴
史
探
訪
が
楽

し
め
ま
す
。
清
流
に
し
か
棲
息
し
な
い
と
い
わ
れ
る
バ

イ
カ
モ
が
一
面
に
ひ
ろ
が
る
、『
新
野 

水
車
の
里
』
も

人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

宿
場
町
の
薫
り
が
の
こ
る

銀
の
馬
車
道
エ
リ
ア

砥
峰
高
原
・
峰
山
高
原
・
太
田
池
周
辺
の
３
つ
の
地
区

か
ら
な
る
自
然
豊
か
な
高
原
地
帯
で
す
。

西
日
本
有
数
で
あ
る
ス
ス
キ
の
大
草
原
砥
峰
高
原
は
、

映
画
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
平

清
盛
』『
軍
師
官
兵
衛
』
な
ど
の
撮
影
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
に
は
、
ま
ば
ゆ
い
黄
金
色
に
染
ま
る
穂
波
が
訪
れ
る

人
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。

関
西
の
高
原
リ
ゾ
ー
ト

大
河
内
高
原
エ
リ
ア

90ha におよぶススキの大草原

地域の努力で景観が守られています 県下屈指の清流で名水を飲みくらべ

甚六4谷間の家さんきら１

特色あふれる
３つのエリア

県
下
屈
指
の
清
流
沿
い
に
て
湧
き
出
る
４
つ
の
名
水

（
千
ヶ
峰
南
山
名
水
、
熊
野
神
水
、
越
知
ヶ
峰
名
水
、
笠

形
神
水
）
が
楽
し
め
る
自
然
い
っ
ぱ
い
の
エ
リ
ア
。
行

き
は
バ
ス
送
迎
、
帰
り
の
下
り
は
自
転
車
で
神
河
町
の

名
勝
を
満
喫
で
き
る
「
越
知
川
名
水
街
道
自
転
車
下
り
」

が
好
評
で
す
。（
毎
年
４
月
〜
11
月
末
に
か
け
て
実
施
）

自
転
車
で
楽
し
む
名
水
の
里

越
知
川
名
水
街
道
エ
リ
ア

STICK5

丸藤9

楽や6

咲3 ばくの家11
BECAUSE7

La Mia Casa10

INDRA2

Faa Thai8



咲
夫婦のこだわりが詰まった、のどごしのよい十割そば。地域食材を活かした
てんぷらセットは１日 20食限定です。

さき

蕎麦処
3

谷間の家さんきら 甚六たにまのいえさんきら じんろく

手打ちうどん古民家リラクゼーションサロン
1 4

INDRA STICKインドラ スティック

古民家レストラン＆カントリー雑貨インド・ネパール料理 
2 5

090-7839-0457
神河町中村 80
11：00 ～ 20 食なくなり次第終了
（土日のみ営業）

京都で 35年愛されたお店を故郷の地で再開。猪篠の水で毎日手打ちするコシの
あるうどんと旨味のある出汁は、この場所だから生まれる味わい。

090-3861-3070
神河町猪篠 2127
ランチ　 11：00 ～ 14：00（火・水曜休）
ディナー 17：00 ～ 18：30（火・水曜休）

長年継ぎ足しているデミグラスソースや牛すじカレーが自慢。但馬鶏など地元
産食材を活用した洋食メニューが目白押し。

0790-35-8755          神河町猪篠 2094
ランチ 　11：00 ～ 15：00（L.O 14：00）
ディナー 18：00 ～ 21：00（完全予約制、4名様以上）
月・火曜休（祝日の場合は営業、翌日振替休業）

高原の澄んだ空気の中で五感を研ぎ澄ませながら、ホテルスパとはひと味違う
リラクゼーションの時間を楽しめます。

0790-35-0673
神河町長谷 197
10：00 ～ 21：00（完全予約制・予約は前日まで）

ネパール出身、インドで 10年間修業を積んだシェフがつくる本場の味。地元の
野菜と米を使用したスパイシーなカレーは、窯で焼いたナンと一緒に。

0790-32-1221
神河町粟賀町 263-１
ランチ　 11：00 ～ 15：00（不定休）
ディナー 17：00 ～ 22：00（不定休）

なつかしさと
あたらしさが
同居する、
神河をあそぶ。
神河町では、地元の職人や住民の協力のもと、空き家や使わ
れなくなった施設をリノベーションした新しいお店が次々に
誕生しています。どこか懐かしい空間で、ゆっくりと過ごす
ひととき。澄んだ水とこだわりの地元食材でつくるオリジナ
ルメニューや癒しの時間を味わってみませんか？

交流施設「中村」

交流施設「猪篠」



楽や 丸藤たのしや まるふじ

薪窯パン工房昔ごはんとおやつの時間
6 9

BECAUSE La Mia Casaビコーズ ラ・ミア・カーサ

薪窯ピッツア オムライス＆コーヒーのお店
7 10

Faa  Thai ばくの家ファータイ ばくのいえ

そば処タイ料理・カフェ
8 11

旧大山村役場を改装。地域の食材に彩られた昔ごはんランチやお菓子はやさし
い味わいです。親子で遊べるスペースも。

0790-32-2322　
神河町杉 440-２
10：00 ～ 17：00（水・木曜休）

手作りの薪窯でじっくりと焼き上げる、こだわりの自然派食パンを販売。古民
家を改装した落ち着きある空間で、食事やお茶もできます。

090-3842-4643
神河町大山 197-１
10：00 ～ 16：00（火・水・木曜休）

市川町産の「タズミの卵」をふんだんに使用したオムライスメニューがずらり。
こだわりのコーヒーとケーキを味わえるカフェ利用もOKです。

木の香りあふれる店内にて、薪窯で一気に焼き上げるピザをはじめ神河町の食
材を使った本格イタリアンが楽しめます。

0790-32-0651
神河町粟賀町 297
ランチ 　11：00 ～ 15：00   L.O  14：00（月・火・水曜休）
ディナー 完全予約制（4名様以上）

タイ出身・神河町在住の女性オーナーが腕をふるう本格的なタイ料理店。ワン
コインのモーニングメニューもあります。

0790-32-2220
神河町柏尾 637-１
モーニング  8：00 ～ 10：30    ランチ  11：30 ～ 14：30
ティータイム  15：00 ～ 17：30（いずれも日曜休）

大自然の中、季節を感じながら手打ちの十割そばが味わえます。無農薬野菜で
作る天ぷらや日替わりの一品も。

2015年 12月末現在

0790-33-0363
神河町岩屋 466-１
9：00 ～ 15：00（木曜休）

0790-32-3737
神河町粟賀町 520-１
ランチ 　11：00 ～ 16：00（水・木・金曜休）
ディナー 17：30 ～ 20：00（土・日・月曜のみ営業）

交流施設「杉」

粟賀町１番
交流施設

粟賀町２番
交流施設

交流施設「柏尾」



( 事務局 ) 神河町 地域振興課
〒679-3116 兵庫県神崎郡神河町寺前 64
TEL.0790-34-0185 /FAX.0790-34-0691

e-mail:tiiki_shinko@town.kamikawa.hyogo.jp 

かみかわ田舎暮らし推進協会

町内の空き家／空き施設を改修・再生し、交流施設やギャラ

リー、福祉施設、IT 関連事業所、シェアオフィスなどに活用

されたい方に対してサポートいたします。

神河町の空き家に
興味はございませんか？

＜ＪＲ＞
・ＪＲ姫路駅
　　　　  

神河町への交通アクセス

＜有料道路＞
・中国自動車道   「福崎ＩＣ」
・山陽自動車道 「姫路東ＩＣ」
・姫路バイパス  「姫路ＪＣＴ」

・播但自動車道
「神崎南ランプ」 または
「神崎北ランプ」下車

＜一般道＞
・国道３１２号線

・ＪＲ播但線
「新野駅」「寺前駅」「長谷駅」


